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基本理念の実現に向けた各主体の役割と施策体系（案）について 

 

 

 

基本方針イ 更なる資源化の推進 

基本方針ウ 適正な処理体制の維持 

基本方針エ 市民・市民団体・事業者との協働 

各主体の役割 

市 民 

事業者 

行 政 

 資源消費・環境負荷の少ない

「サーキュラーエコノミー」

の実現を図る 

 自ら排出する事業系ごみの減

量、資源化を行う 

 ごみの少ない生活スタイルの実

現を図る 

 資源・ごみの分別徹底、適正排

出を行う 

 ごみ減量・資源化のための地域

活動等への参加 

 

 公共サービスとしてのごみ・資源収集運搬体制の

維持、充実 

 中間処理・最終処分体制の確保 

 市民・事業者への情報発信、普及啓発 

 各主体の自主的な取り組みのコーディネーターと

して活動を支援 

 各主体の連携・ネットワークの促進に資する取り

組みの実践 

基本理念 

［キャッチフレーズ］ 

○ 家庭ごみの発生・排出抑制の推進  プラスチックや食品ロスの削減，生活スタイ

ルの転換 など 

○ 事業系ごみの発生・排出抑制の推進  事業所指導の徹底や事業スタイルの転換 な

ど 

○ 循環型事業活動の推進  プラスチックや食品ロスの削減 

 自主回収の推進 など 

○ リユースの促進  利再来留館の活用、不用品交換など 

 

○ 資源化の推進  プラスチック類の資源化 

 枝・草・葉や生ごみの資源化 

 集団回収、拠点回収の推進 など 

○ 家庭ごみ・資源の分別の徹底  古紙類の分別品質の向上 など 

○ 事業系ごみの適正排出の推進  事業所指導の徹底 など 

 

○ 収集運搬体制の維持  効率的な収集運搬体制の維持 

 ふれあい収集など利便性の向上 など 

○ 中間処理体制の維持  調布市クリーンセンターの安定的運用 

 ふじみ衛生組合中間処理施設の維持・更新 

○ 最終処分量ゼロの維持  東京たま広域資源循環組合のエコセメント事業 

○ 緊急的事態への対応  災害廃棄物の処理 

 感染症拡大や経済的変動への対応 など 

 

○ 各主体との連携推進  審議会、市民の自主的活動の支援、事業者

団体との連携、など 

○ 普及・啓発の推進  PR普及媒体の充実 など 

○ 環境学習・環境教育の推進  出前授業、市民向け講座の開催 など 

○ 計画の進捗管理  情報基盤の充実、評価方法の充実 など 
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重点施策の設定 

重点施策の設定 

重点施策の設定 

重点施策の設定 

基本方針ア 徹底したごみの発生・排出抑制に向けた取組の展開 
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○ 基本理念を実現するために、各主体が果たすべき役割と基本方針（案）ごとの主な施策（案）を下図に整理しました。 


